
指定棚田地域振興活動計画 

 

活動組織名称：美土里ネットなたうち振興協議会 

 

１ 指定棚田地域振興活動を通じて保全を図る棚田等に関する事項（棚田等の名称及び範囲） 

北免田棚田、上畠棚田、鳥越棚田、西谷内棚田、藤瀬棚田、別所棚田 

範囲については、別添１のとおり。 

 

２ 指定棚田地域振興活動の目標 

（１）棚田等の保全 

  ① 耕作放棄の防止 

・令和 11 年度までに地区内の棚田農地 132.7ha を維持する。（継続） 

② 担い手の確保 

・令和 11 年度までに美土里ネットなたうち地区の棚田の保全に取り組む担い手組織

及び非農業者で構成される「なたうちアグリ―サポート隊」の隊員 52 人→80 人に増

員する。（継続） 

・令和 11 年度までに石川県農業インターシップ制度等を活用し、2 人の新規就農者を

確保する。（継続） 

    ③ 生産性・付加価値の向上 

・令和 11 年度までに美土里ネットなたうち地区でドローン１台を追加購入及び自動

操舵システムを既存トラクター、田植え機各 1 台に設置し、省力化を図る。（新規

取組） 

・環境保全型農業に取り組み、棚田の付加価値化を高める。（新規取組） 

・令和 11 年度までに美土里ネットなたうち地区の棚田において乾田直播面積を 10ha

→15ha まで拡大、省力化を図る。（新規取組） 

・令和 11 年度までに美土里ネットなたうち地区の 70％の棚田において、水位センサ

ー等の ICT 活用で省力化を図る。（新規取組） 

 （２）棚田等の保全に通じた多面にわたる機能の維持、発揮 

   ① 農産物の供給の促進 

・令和 11 年度までに棚田米の販売量を 350t から 450t に増加させる。（継続） 

   ② 自然環境の保全・活用 

・令和 11 年度までに美土里ネットなたうち地区の棚田や棚田の間を流れる小川、川

に住む生き物とのふれあいやホタルの観察会等、都市住民に向けた自然ふれあいイ

ベントの取組を年間 4 回開催し、年間 200 人の参加者を確保する。（継続） 

・令和 11 年度までに美土里ネットなたうち地区の棚田における鳥獣被害面積/額を

1ha-100 万円以下に減少させる。（継続） 

・令和 11 年度までに美土里ネットなたうち地区の棚田における鳥獣被害対策として

イノシシ捕獲籠周囲に ICT 活用した見守りセンサーを設置し省力化を図る。（新規

取組） 

   ③ 良好な景観の形成 

・鳥越棚田にある桜花公園、上畠棚田の桜並木を良好に維持管理するとともに芝さく

ら 3000 本、桜 150 本の補植し、景観形成とともに 100 年後の名所づくり継続する。



（継続） 

・美土里ネットなたうち地区で虫送り、キリコ祭り（納涼祭）や枠旗祭り（秋祭り）

を年間各 1 回開催し、年間 100 人の来訪者を誘客する。（継続） 

 （３）棚田を核とした棚田地域の振興 

   ① 棚田における都市農村交流を通じた関係人口の創出・拡大による地域振興 

・美土里ネットなたうち地区の棚田で農作業体験を年間 4 回開催し、年間 100 人の参

加者（関係人口）を確保する。（継続） 

・令和 11 年度までに美土里ネットなたうち地区の棚田地域における移住・定住者を

新たに 1 人増加させる。（継続） 

   ② 棚田を観光資源とした地域振興 

・令和 11 年度までにヒマワリ等緑肥堆肥を兼ねた作物を補植することで名所づくり

の取組みを継続し、年間 100 人の観光客を誘客する。（継続） 

・令和 11 年度までにこれまでの無人直売所（藤瀬地区）について、年間 300 万円の

売り上げから年間 500 万円の売り上げを達成する。（継続） 

・令和 11 年度までに棚田地域において新たに１軒以上の空き家古民家を再生し、農

泊可能なゲストハウスとして活用する。（継続） 

   ③ 棚田米等を活用した六次産業化の推進 

・令和 11 年度までに棚田で栽培した大豆を原料とした味噌の販売量を 5t から 7t に

増加させる。（継続） 

・令和 11 年度までに棚田で栽培した能登野菜等（小菊カボチャ、金糸ウリ、中島菜、

かたうり、みょうが、ズッキーニ、金時草、山ウド等）を原料とした漬物の販売量

を 300kg から 500kg に増加させる。（継続） 

・令和 11 年度までに棚田米、能登野菜等を使用した新たな特産品（麹製品、漬物等）

を開発する。（継続） 

   ④ 棚田地域の集落機能向上の促進 

・釶打地域の 9 集落で公的団体を組織し、NPO 法人なたうち福祉会と連携して自動車

免許を返上した高齢者等の買物、通院支援サービス、ICT 技術を使って安否確認サー

ビス等を一層充実させるとともに地域住民の雇用を増やすことで地域住民が安心し

て暮らせる環境整備を図る。（継続） 

・65 歳以上の独居者及び 70 歳以上の高齢者に週 1 回の配食サービスを行う。（新規

取組） 

 

３ 計画期間 

  認定の月～令和１２年３月 

 

４ 各年度において行う指定棚田地域振興活動の内容及び実施主体に関する事項 

Ⅰ 指定棚田地域振興活動の内容 

 以下の指定棚田地域振興活動について、別添２の工程表に基づき実施することとする。 

  （１） 棚田等の保全 

   ① 耕作放棄の防止 

     ・美土里ネットなたうち地区の棚田の耕作地の維持を図る。（継続） 

    ② 担い手の確保 



・美土里ネットなたうち地区の棚田の保全に取り組む担い手組織及び非農業者で構成

される「なたうちアグリ―サポート隊」を活用する。（継続） 

・石川県農業インターンシップ制度等を活用し、担い手の確保を促進する。（継続） 

    ③ 生産性・付加価値の向上 

・美土里ネットなたうち地区の棚田において、ドローン等の導入や乾田直播、ＩＣＴ

の活用で省力化を図る。（継続） 

  （２） 棚田等の保全を通じた多面にわたる機能の維持・発揮 

    ① 農産物の供給の促進 

・棚田米のブランド化を図るとともに、棚田米の販路を拡大する。（継続） 

 ② 自然環境の保全・活用 

・美土里ネットなたうち地区の棚田や棚田の間を流れる小川、川に住む生き物とのふ

れあいやホタルの観察会等、都市住民に向けた自然ふれあいイベントの取組など、

豊かな自然環境を活用して関係人口の創出・拡大を図る。（継続） 

・美土里ネットなたうち地区の棚田でＩＣＴを活用し鳥獣害対策の省力化を図る。（継

続） 

③ 良好な景観の形成 

・美土里ネットなたうち地区棚田の鳥越地内の桜花公園や上畠の桜並木を適正な維持

管理を行い、良好な景観を確保する。（継続） 

・美土里ネットなたうち地区で年々縮小傾向にある虫送り、キリコ祭りや枠旗祭りを

年間各 1 回、慣例の期日に開催を維持し、伝統文化の継承を図る。（継続） 

（３）棚田を核とした棚田地域の振興 

   ① 棚田における都市農村交流を通じた関係人口の創出・拡大による地域振興 

・女性、若者、NPO 法人など活動の主体となる新規参加者を確保し棚田農業と伝統文

化を組合わせた農村交流イベント及びサトガエリツアーを開催し、関係人口の創出

・拡大を図る。（継続） 

 ・美土里ネットなたうち棚田地域で石川県農業インターンシップ制度等を活用して、

移住定住者の増加を図る。（継続） 

   ②  棚田を観光資源とした地域振興 

・ヒマワリ等緑肥堆肥を兼ねた作物を補植し、名所づくりに取組み、棚田への誘客

を図る。（継続） 

・無人直売所の拡充。（継続） 

・空き家古民家を再生し、農泊可能なゲストハウスとして活用する。（継続） 

   ③ 棚田米等を活用した六次産業化の推進 

・棚田で作った大豆、野菜を原料とした味噌、漬物の製造・販売。（継続） 

・棚田米、能登野菜等を使用した新たな特産品（麹製品、漬物等）の開発。（継続） 

④ 棚田地域の集落機能向上の促進 

・釶打地域の 9 集落で公的団体を組織し、NPO 法人なたうち福祉会と連携して自動車

免許を返上した高齢者等の買物、通院支援サービス等を一層充実させるとともに地

域住民の雇用を増やすことで地域住民が安心して暮らせる環境整備を図る。（継続） 

      

   

Ⅱ 指定棚田地域振興活動の実施主体 



     上記Ⅰに掲げる指定棚田地域振興活動の実施主体は、主に下記５の美土里ネットな

たうちの 

参加者である。 

 

５ 指定棚田地域振興協議会に参加する者の名称又は氏名 

美土里ネットなたうちは農業者、農業者団体、地域住民、石川県、七尾市で構成。 

参加者の名称又は氏名については、別紙のとおり。 

 

６ その他指定棚田地域振興活動に関し必要な事項 




